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・ 「役者」側も、「問題」をリアルに理解している人の方が望ましい。 

観客の参加によってストーリーがどんどん変わってしまうので、即興でリアルな対応ができなくてはい

けない。「もともとのストーリーを完璧に演じられる」だけではダメ。 

 

・ TV やネットで中継して、「視聴者参加型」にする場合も 

「現場」の役者が、電話やチャットで視聴者のアイデアを聴いて、代わりに演じる 

 

・ブラジル人の創始者アウグスト・ボアールは一時期リオデジャネイロ市会議員になり、市内のいろいろな

コミュニティ・いろいろなテーマで、現実に起こっていたり、起こりそうだったりする問題についてフォ

ーラムシアターを行った。そして、解決策を実現するためには法律（条例）を変える必要がある場合、そ

れを法案にして議会にかけて、いくつか実現させた。 

 （「法律制定演劇」。以降、行政や議会に対して政策提言する形では世界各地で行われている） 

 

劇の上演（問題提起） 
スッキリしない 

劇にストップをかけて、 

舞台に上がって解決を試みる 

即興でリアルに対応する 

「問題」が起きて解決しないまま終ってしまう 

劇を作っておく（観客の関心に合うような問題） 

2 度目の上演 

解決する/多少マシになる/特に変わらない/余計ひどくなる などいろいろある 

 

見た観客/演じた観客/対応した役者 の感想をシェア 

表面上には変化がなくても、内面では変化していた場合も 

 

「解決した」場合でも、それが唯一・最高の策とは限らない。 

「あの人には出来ても私には無理」という場合も。色々な選択肢を探っていく 

 

もちろん「失敗」からも学んでいく 

どうすればいいか、考える 

役者側 観客側 
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